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＜学部生・高校生プレゼンバトル＞ 
日時・会場: オンライン開催（大会プログラムをご

参照ください） 
昨年に引き続き、今大会でも「学部生・高校生プ

レゼンバトル」を開催します。本企画は、5分間と

いう短い時間ですが、学部生・高校生が大会で発

表できる唯一の企画です。今年で 4 回目を迎える

本企画ですが、年々賑わいを見せています。前回

は高校生に発表の機会が広がりましたが、今回は

グループでの発表も可能となりました。毎年、新

たな取り組みを続けている本企画も、たくさんの

学部生や高校生の発表があることはもちろんです

が、若手の会をはじめ日心全体で若手を盛り上げ

ていこうという協力があってこそ成り立っている

と思います。 
今年は、20 組以上の発表を予定しています。オ

ンライン開催のため、例年行われていたフロアか

らの投票ではなく、若手の会幹事で審査を行いま

すが、みなさまもぜひ大会にご参加の上、ご視聴

ならびに発表者へのコメントなどお待ちしており

ます。未来の若手たちの熱いプレゼンにご期待下

さい。 

(瀧澤 颯大・前田 駿太) 

 
＜若手の会企画シンポジウム＆進路相談会＞ 
「日本心理学会若手の会企画シンポジウム: 若手

が聞きたい再現可能性問題の現状とこれから」 

日時: 2020 年 9 月 9日(水)13:00～15:00 (大会第

2日目) 

会場: Web 開催 (リアルタイム配信) 

新型コロナウイルス感染症 (COVID-19) 拡大

を防ぐべく、心理学の研究者たちは過去の知見の

積み重ねから「社会的距離を保つためにどう他者

へお願いするか」、「感染者／医療従事者に対する

偏見や差別をなくすためにはどうするか」につい

て有益なアドバイスを発信してきています。しか

し、その一方で過去の知見の多くが再現されない

という報告に端を発し、研究の再現性にまつわる

課題とその対策に関する議論が今なお盛んに行わ

れています。そこで、本シンポジウムにおいては、

研究の再現性を高めるための手続きを実践してい

る若手心理学者、及び関連領域で活躍する研究者

たちをシンポジストとして招きました。今年度の
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企画シンポジウムは Web 開催 (Zoom) によるリ

アルタイム配信で 500 名まで参加可能です。より

多くの方々にご参加していただき、活発な意見交

換の場となることを期待しております。 
(横光 健吾・中川 裕美) 

 

「若手のための進路相談会」 

日時: 2020 年 9 月 9日(水)15:30～17:30 (大会第

2日目) 

会場：Web 開催 (リアルタイム配信) 
第 83 回大会に引き続き、若手の会から学部生を

含めた若手に対する企画として、若手向けの進路

相談会を開催します。学部生だけでなく、院生や

ポスドクも参加できるよう、学部生から修士課程、

修士課程から博士課程への進学、およびその後の

就職も含めたキャリアパスの相談に対応すべく、

多様な領域で活躍する大学院生、若手研究者、若

手教員が相談に応じます。相談形式は、担当者と

参加者が複数名で話し合うグループ相談形式で、

大会 HP より先着順で 40 名までご参加いただけ

ます。進学での学費の心配や就職先のこと、就職

後の研究など、気軽にお話いただければと思って

います。 

（宮坂 真紀子） 

 
＜若手の会懇親会＞ 
日時: ①2020 年 9 月 9日(水)19:00～21:00 

②2020 年 10 月 10 日(土)19:00～21:00 

会場：Zoom 開催 
若手の会では、第 84 回大会のウェブ開催中に

Zoomでの懇親会を開催します。懇親会の目的は、

若手間の親睦を深める事です(大会の内容につい

て話し合う場ではありません)。前回大会での懇親

会では、大学院生から若手研究者・教員が参加し

てくださり、親睦が深められ、研究や進路等の情

報交換も行われました。 
今年度の親睦会は、若手の会企画のシンポジウ

ムと進路相談会が行われる 9 月 9 日と、シンポジ

ウム企画・講演等のウェブ公開が始まる 10 月 10

日の両日 19 時より 21 時まで Zoom で開催いたし

ます。懇親会への参加申し込み等は期日が近くな

りましたら、若手の会のメーリングリストでお送

りします。若手の会会員以外の方で参加をご希望

の方は 、 若 手 の 会 メ ー ル アドレ ス  (jpa-
ecp@psych.or.jp) までお問い合わせください。 
 オンラインだからこそ、遠方の方も参加しやす

いと思われますので、是非ご参加ください！幹事

一同、皆様にお会いできるのを楽しみにしていま

す！ 
(佐藤 徹男) 

 
 
 
 
 

 

 
町田奈緒士 

(まちだなおと)さん 

(京都大学大学院・博

士課程後期） 

 

私は、トランスジェンダーを生きるという体験

に伴われる実感や身体感覚(質感）を明らかにする

ことを目的にインタビュー調査を実施しています。

ここでは、本研究に至るまでの経緯を振り返りた

いと思います。 

私が心理学を専攻しようと思ったきっかけは、

自分自身のセクシュアリティが、いわゆる多数派

といわれる人々と違うように感じたからです。他

者から「女の子」と名指される存在であるにもか

かわらず、「男の子」の集団に混じりたかったこと、

気付いたら女友達を好きになってしまうこと。学

校での学習は、最も私にとって実存的な謎を解き

明かしてはくれませんでした。ようやくトランス

「活躍する若手！」第6回 

町田さん（京都大学大学院） 

下田さん（筑波大学大学院） 
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ジェンダーという概念を知ったのは、大学に入学

した後でした。 

人の心について学べる心理学なら、自らの体験

について考えることができるかもしれない。そう

思って心理学を専攻することにしました。しかし、

いざ卒論のテーマを決める段になって急に怖くな

り、現在のテーマとは異なることを扱いました。

その後、心理臨床の世界へ強い憧れを抱き、自身

の課題にまずは取り組む必要性を感じ、現指導教

員の下、改めてトランスジェンダーの課題に取り

組むことになりました。 

振り返ると紆余曲折ばかりですが、遠回りをし

たからこそ、「私とは何か」という問いとの格闘を

通じて普遍的な知の創出を可能にする心理学の魅

力を身に沁みて感じられているように思います。

みなさまには今後ともお世話になりますが、どう

ぞよろしくお願いいたします。 

 

 

下田翔太(しもだ

しょうた)さん 

(筑波大学大学

院・博士課程後

期） 

僕の研究では、ラットを対象とした文脈記憶の

想起行動とその神経メカニズムの解明を目指して

います。文脈記憶は、「なに」が「どこ」に「いつ」

あったのかという出来事の記憶(エピソード記憶) 

に、その事象が生じた環境(空間的文脈)や事象の

前後関係(時間的文脈)といった複雑な情報が連合

して記銘されたものです。この文脈記憶の想起行

動を実現するためには、様々な脳部位から記憶さ

れた情報を受け取り統合するハブとなる脳部位が

ありそうだという着想をもとに、化学遺伝学的・

光遺伝学的手法を用いた神経活動の操作と想起行

動との関係性について検討しています。こういっ

た複雑な記憶から文脈要素のみを分離して解明す

ることで、既存の記憶の研究で文脈と定義されて

いたものが実は文脈以外の要素から構成されてい

るのかも、といった挑戦的な発見に繋がったらい

いなと日々思案しています。 
現在の研究室には博士の後期課程から移ったの

で、不慣れな環境での実験計画の立案や装置作製

と行動課題の確立など準備でばたばたとあっとい

う間でしたが、新しい環境に身を投じるというの

も刺激的で面白いものです。 
これから自分の研究成果について、結果の速報

性を求めるのか、あるいは更に研究を掘り下げて

より大きな主張をするのかといった研究業績の質

と量どちらに科学者としての落とし所をつけるの

か、未だに模索しています。僕の座右の銘である

「耐雪梅花麗」(寒い冬を耐え忍ぶからこそ梅の花

は麗しく咲く)という言葉を胸に、まだまだ僕の博

士生活の春は遠そうですが、近い将来きっといい

報告ができるように日々精進します。 
 
 

 

 

 
前澤知輝 

(まえざわともき)

（北海道大学院・

博士課程後期） 

 
新しく若手の会の幹事になりました北海道大学

の前澤知輝です。まだ少し緊張していますが、す

ぐに慣れて幹事としての業務を頑張りたいと思い

ます。心理業界に関わって右も左もわからない人

や、情報アクセスに乏しい地方の人などの手助け

をしていきたいです。 
私は、北大では認知科学を専攻している博士課

程の学生です。主に空間的知覚や視聴覚統合の内

容に興味を持っています。もともとは水産学部で

イルカを対象に卒業研究を書いていました。イル

カは聴覚が発達した生物ですが、視覚がどのよう

な役割をもつかはあまり明らかにされていません。

ヒトの場合は、視覚の研究は多くありますが、こ

新幹事の自己紹介 
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れが聴覚とどのように作用をして、空間的表象を

つくりだすのかはまだまだわからないことが多く

あると思います。この業界において、まだまだ未

熟さを実感しながら研究に向き合う毎日です。 
 私事ですが、数年前から続けている趣味として

写真と登山があります。北海道には大雪山や羊蹄

山などの面白いフィールドがたくさんあります。

これまで登った一番難易度の高い山は一泊二日の

トムラウシ山行で、道に迷いかけたりヒグマを目

撃したりと危険はたくさんありますが、高山植物、

雲海や絶景といったそこでしかできない体験もた

くさんあります。来年の夏には日高幌尻岳と大雪

山縦走に行こうと計画を練っています。大雪山を

完走するには少なくとも三泊四日は必要なので、

プロテインを飲みながら筋肉とともに成長したい

と思います。今後ともよろしくお願いいたします。 
 

 

 
上野将玄 
(うえのまさはる) 
(筑波大学) 
 

はじめまして、上野まさはるです。私は実験心

理学領域に属し、ラットやマウスといったげっ歯

類を用いて、ストレスレジリエンス（ストレスか

らの回復力）の個体差の研究をしています。 
私は「強い人間とはなにか？どのように生まれ、

育ち、存在するのか？」というテーマを探究する

ことをライフワークと定めて人生を歩み、博士号

を取得しました。これまで「強さとは、個人内要因

である」と考え、自身の能力を高めつつ見聞を広

めてきましたが、最近それではもう物足りなくな

ってきました。その成果と能力を、30 年後の研究

の未来を明るく照らし、後進を支援するために使

いたく、このたび若手の会に参画させていただき

ました。レジリエンスの研究者としては、コラボ

レーションの場に積極的に参加することで、個人

と個人の相互作用・相乗効果による社会的なレジ

リエンス、「個人間要因によって生まれる強さ」を

調べたいという欲望もあります。 
正直なところ、心理学のメインストリームとは

言えない動物実験系ですが、より厳密な条件統制

が可能であり、行動変容に関わるミクロな要因を

検討できるという強みがあります。動物実験と他

分野の心理学をつなぐことで、新たな発見と思考

の広がりが得られると確信しており、そのために

尽力する心持ちであります。分野としてマイナー

ということは協働のためのネットワーク構築もま

だ十分になされていないということで、数少ない

動物実験系の心理学研究者として、異分野協働に

努めていきたいです。 
 

 

 
岡村靖人 
(おかむらやすと) 
(神戸女学院大学) 

 

新たに日本心理学会若手の会幹事に着任いたし

ました岡村靖人と申します。現在は、神戸女学院

大学人間科学部で授業の補佐や卒業論文にかかわ

る業務等を通して学部教育のサポートをしていま

す。研究領域は社会心理学で、特にメタファや身

体化認知といったことに関心を持っています。

2020 年 3 月に博士号を取得したのですが、コロナ

禍で学位授与式が中止となりまして、郵送で学位

記を受け取るという些かの味気無さを覚えながら、

私の長きに渡る学生生活は終焉を迎えました。博

士論文を書き終えた今、今後の研究の方向性を模

索しながら、自立した研究者、教育者として活躍

していけるように精進したいと考えています。 
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今年は日本心理学会第 84 回大会を始めとして、

多くの学会は軒並みオンライン開催ですね。私は

学会開催地で美味しいお店(但しエスニックカレ

ーに限る)を開拓するのが楽しみなので、この状況

には悲嘆しています。国内学会はもとより、国際

学会でも初めて訪れた土地では必ずエスニックカ

レーを探し求めてしまうくらいにカレーを愛して

いますので、ぜひ全国にいらっしゃる会員の皆様

から美味しいカレー店の情報をいただけたらと思

います。 
若手の会のイベントを通して、会員の皆様が研

究に関することだけでなく、さまざまな人間的関

わりを醸成していけるような雰囲気作りを大切に

したいと考えています。よろしくお願いいたしま

す。 
 
 
 

 
今号は、日本心理学会第 84 回大会若手の会企画

のお知らせ、活躍する若手！、新幹事の自己紹介

を掲載させて頂きました。 

「学部生・高校生プレゼンバトル」は年々賑わ

いを見せていて、プレゼンもよりレベルアップさ

れている様に感じられます。若手の会企画のシン

ポジウムでは、この機会に話を聞きたいと思って

いただける様な先生方に、「再現可能性」という若

手にとっても重要なトピックに関するご講演をお

願いしております。進路相談会も参加人数が増え

てきましたので、効率的に相談ができるように取

り組んでおります。大会とは直接的に関係はない

のですが、大会期間中に開催される親睦会にも、

オンラインという気軽さがあるので、ぜひご参加

ください！ 
今回の「活躍する若手！」では、若手の会が是非

皆さんに知って頂きたいと思っている研究分野で

活躍する若手の方2名を紹介させて頂きました。興

味を持って読んでいただけたのなら、嬉しく思い

ます。 

昨年の後半より、新たな幹事3名を迎えました。

新しいアイディアと、課題に取り組むエネルギー

を持った新幹事ですので、これからの若手の会を

更に盛り上げてくれると思います。皆さんよろし

くお願いいたします。 

さて、コロナ禍のため残念ながら通常の大会は

開催されませんが、ウェブ開催のため時間や旅費

に制約がある若手でも、参加しやすい大会になる

かと思います。また通常であれば、「公聴したいプ

ログラムが二つ同時に行われている！どうしよ

う！」という事もあります（私だけでしょうか？）。

しかし、今大会では多くのプログラムが、ご自身

の好きな時に公聴できるようになっていますので、

ゆっくりとご参加いただけると思います。それで

は、第84回大会ではウェブでお会いしましょ

う！！！ 

（佐藤 徹男・岡村 靖人） 編 集 後 記 
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